
県立上野高等学校 全日制   

「授業対決」による授業改善 
～授業改善はアイディア勝負！～   



上野高等学校はどんな学校？ 

◆旧制三中として開校し、今年で１１２年目 

◆校訓は「自彊不息」（じきょうふそく） 
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そこで、 

若い教員からの声 
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１コマ目 
「本校教員」 

２コマ目 
「予備校講師」 

対決 

上野高校  
 英語科 教諭  河井 隆志 

代々木ゼミナール  
 英語科 講師  馬場 純平 





１コマ目 
本校英語科教諭  河井 隆志 

＜見どころ＞ 
◆日本語の要約力 
  養成 
 

◆「学びあい」 





２コマ目 
代々木ゼミナール 
     英語科講師  馬場 純平 

＜見どころ＞ 
◆英文を 
   英文のまま理解 
 

◆英文全体の俯瞰 



事後の 
授業検討会 

活発な議論が  
  なされた 
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馬場講師の授業を観て 

 【気づき】 

 ○授業の最初に行う「つかみ」は大切。生徒
を授業に集中させることができるかどうか
は、これで決まる。 

 ○直読直解など、リズム感ある授業が生徒
に緊張感を生む。 

 ○教える側が授業を楽しんでいることが、 
伝われば、生徒も授業が楽しくなる。 

馬場講師の授業を観て 
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河井教諭の授業を観て 

 ○「教科書を」教えるのではなく、      
「教科書で」教えるとは、こういうことだ、と
わかった。（英語の教科書を使って、日本
語の要約力を鍛えることができる など） 

 ○講義を聞くだけの「受動的な授業」ではな
く、生徒は手を動かし、口を動かし、頭で考
える「能動的な授業」になっていた。  
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◆「英文を英文のまま理解する」とはこういうことか！！と
わかった。やりかたもよくわかった。 

◆英文を繰り返すだけで、一瞬英語だけで読めるように
なった！英文が速く読める！！という感覚を覚えられた。 

◆ダイナミックで、時間の使い方に無駄がなかった。内容
理解に多くの時間を使うのは新鮮だった。 

◆先生が変われば教え方もいろいろあることがわかった。 

◆進むのが速くて説明している場所を追うので手一杯だ
った。 

生徒からのアンケート 
(馬場講師の授業について) 

「英文を英文のまま理解する、 
 とはこういうことか！！ 
 と、わかった。 
 やり方も、よくわかった。」 
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◆いつもよりテンションが高かった。 

◆いつも通りわかりやすかった。予習でわからなかっ
たところを確実に説明してくれた。 

◆要約のときのグループワーク、ペアワークなど授
業が長く感じなかったので良かった。 

◆普段行っている要約などが、すごく大切なことだと
わかった。 

◆Part１と2のペース配分が少しおかしかった。緊張
しているのがわかった。 

生徒からのアンケート 
(本校 河井教諭の授業①) 

「普段行っている要約などが、  
 すごく大切なことだとわかっ  
 た。」 
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◆Partごとのまとめを聞きたかった。忘れてしまうの
で板書していただくとありがたいです。スピードが速
かった。 

◆今日の馬場先生のような英語を英語のまま理解
することを授業でもやってほしい。 

◆要約を重視しているときに普通の内容説明がか
なり雑になる。 

◆チャンクシートを作って欲しい。 

 

生徒からのアンケート 
(本校 河井教諭の授業②) 

「要約を重視しているときに、 
 普通の内容説明が、かなり雑  
 になる。」 



芸術 

情報 

保健 体育 

家庭 
国語 

地歴 

公民 

数学 理科 

英語 
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「授業対決」を終えて 
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「授業対決」を終えて 





今後、上野高校は 



 

 

 

 


